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近年のデジタルカメラの普及により、誰もが容易かつ大量にデジタル写真を撮影することができるように

なってきた。こういった大量の写真の中には、「失敗」写真も多く、これらの「失敗」写真の自動回避、自

動修正が重要な課題となってきている。本論文は、こういった「失敗」写真の自動修正の一環として、失敗

の代表例である、焦点ボケとモーションボケの除去法を提案したものであり、「SINGLE-SHOT IMAGE 

DEBLURRING WITH MODIFIED CAMERA OPTICS（カメラ光学系の加工による単一画像からのボケの除去）」と題

され、5章からなり英文で書かれている。 

 第１章は、「Introduction（序論）」と題され、研究の動機づけや問題の定義、関連研究、ならびに本論

文の寄与などを述べている。 

第２章は、「Image Processing Approach to Image Deblurring （画像ボケへの画像処理的アプローチ）」

と題され、カメラ光学系の加工をせずに事後の画像処理のみでボケ除去を提案している。画像を先に微分し

ておいた輝度勾配空間で逆畳み込み処理を行う高速逆畳み込みや画像中の一様でないボケを扱う局所ボケ推

定方などの手法を提案し、これを利用してユーザーの介在を受けながら撮影後に写真の焦点設定を対話的に

変更できる手法を提案している。 

 第３章は、「Defocus Blur Removal using a Color-Filtered Aperture （色フィルターアパちゃーを利用

した焦点ボケ除去）」と題され、カメラのレンズ開口部に赤緑青の色フィルターを挿入し、奥行きに応じた

色ずれからステレオマッチングの手法を適用して、画像の領域ごとに距離を推定し、ボケを修正した画像を

生成する手法を提案している。 

 第４章は、「Motion Blur Removal using Circular Sensor Motion (センサーの回転運動によるモーショ

ンボケ除去)」と題され、露光中にカメラの撮像センサーを光軸に垂直に円運動させることにより、モーショ

ンボケによる画像の高周波成分の減衰を低減し、逆畳み込みによるボケの除去を容易にする手法を提案して

いる。 

 第5章は、「Conclusions and Future Work (結論と残された問題)」と題され、本論文のまとめと今後の研

究の方向性について述べている。 

 以上これを要するに、本論文は、デジタルカメラの焦点ボケとモーションボケの除去法を 画像処理によ

り処理した後にユーザーの介在で修正する手法、カラーフィルターの挿入により焦点ボケを除去する手法、

センサーの回転運動によりモーションボケを除去する手法などを手案しており、コンピュータ科学上貢献す

るところが大きい。 

よって本論文は博士（情報理工学）の学位請求論文として合格と認められる。 

 

 

 

 


